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「一日一生」 ～酒井雄哉阿闍
あ じ ゃ

梨
り

さんの生き方から学ぶ～   
 
２学期を迎えるにあたり、校長先生からお話をいただきました。 
阿闍梨とは、「千日回峰行者」にのみ与えられる呼び方です。 
 
阿闍梨さんは、比叡山のお坊さんでした。中学校受験に失敗し、戦争に行き敗戦を迎えます。戦争中は、

特攻隊の部隊に配属され、滑走路の整備係となり、毎日死に旅立つ仲間を送り出すという胸の詰まる生活

でした。戦後職業を転々とし、なかなか生活が落ち着きません。結婚をするのですが、２カ月で奥さんは

亡くなります。阿闍梨さんはこのころの自分を「人生の落ちこぼれだった」と称しています。 

自分の人生の方向が見えない酒井阿闍梨さんは、４０歳の時、すがる思いで比叡山に登り、お坊さんに

なります。随分遅い出家です。そして５４歳のとき、「千日回峰行」に挑戦します。 

「千日回峰行」とは、７年間かけて比叡山の山中を千日間、歩き回って巡拝する天台宗独特の荒行です。

ヒノキの笠を頭に白装束の草鞋ばき、死出紐を掛け、剣を腰に差した姿。これは、途中で行が行えなくな

った時には自ら命を絶って不動明王に自分の命を捧げることを覚悟した姿です。７年間で歩く距離は延べ

四万キロで、地球一周分に相当するそうです。この行を成し遂げた人は、比叡山の焼き討ち以来で４９人。

戦後だと１２人しかいません。阿闍梨さんはこの回峰行を５４歳のときと６１歳のときに２度達成します。

この行を２度行った阿闍梨さんは、４００年の間に３人しかいないのです。 
 
こんなに厳しい修行を乗り越えた阿闍梨さんですが、実はとても穏やかな表情と話しぶりです。どこに

その厳しさが隠れているのでしょう。その秘密はどこにあるのでしょうか。 

それは、阿闍梨さんがよく使う「一日一生」という言葉にあるのではないかと感じています。 
 

「一日一生」。今この時を大切に生きる。そこに「厳しさ」の秘訣があるように思います。３年生は受

験に向けて、１･２年生は「学校を支える先輩となる日」に向けて、己に向き合う２学期になります。自

分の夢に向かい、自分の弱さに打ち勝てる、そんな厳しさを一緒に求めていきましょう。 
 
 
 
 
 
 

第２回 避難訓練 ～その時、私たちはどのように命を守るか～  
第２回の避難訓練では、地震が発生し、さらに火災が起き

たとき、どのように避難するか、そのあり方について学びま

した。     

上田消防署の関さんからは、煙の恐ろしさをご指導いただ

きました。「有害な煙を吸い込むと、大変危険です。とにか

くハンカチでも帽子でも、着ている衣服でもよいから鼻や口

を覆って避難するように」とお話いただきました。 

校長先生からは、災害発生の警戒レベルは５段階あり、「警

戒レベル４」で全員避難を意味すること、また安全な避難場

所を事前に把握しておくことをご指導いただきました。 

 

酒井雄哉阿闍梨さん 



１６講座にて二中フォーラム ～地域の方々が極めてこられた道を学ぶ～ 

 

 地域の方々がもっておられる高い技能や専門的知識を、実際に体験しながら、地域の方々がどのように

その道を極めてこられたのか学びを深める「二中フォーラム」が、１６の講座に分かれて行われました。 

 ～二中生の感想から～  
「上田紬のコースターは、きめ細かく作れば作るほど鮮やかな色になり、その結果丈夫にもなっていく

ことがわかりました。作っている方のこだわりがとても感じられました。」 
「それぞれのパートが一緒になって曲ができてくるととても楽しくなりました。演奏することの楽しさ

を「マスカレード」の方は知っていて、いっしょに演奏することで、確かに！と思えてよかったです。」 
「味噌には実はたくさんの秘密や人の努力が必要で、麹の力と大豆に対する塩の比率に工夫があること

に驚きました。本当に作ってみると、味噌仕込みはとても楽しかったです。」 

二中フォーラムに向けて、実行委員会から話し合いを進め、当日の運営から片付けまでご尽力いただい

た保護者の皆様、そして貴重な学びの場を提供くださった講師の皆様、本当にありがとうございました。 

 

二中祭に向けて  ～「チャリボン」から児童養護施設に寄付を～ 

今年の生徒会は二中祭に向けて、、、、2015 年 9 月の国連サミットで採択された、「ＳＤＧｓ（Sustainable 

Development Goals：持続可能な開発目標）」が掲げる、先進国と途上国がともに達成すべき１７の目標

の考え方に学び、自分たちにできる活動はないか考えてきました。そして生徒会では、日本国内の児童養

護施設に寄付をしようと考え、そのための資金を集めようと、「チャリボン」の活動を進めています。「チ

ャリボン」とは、古本を収集して（株）バリューブックスに買い取っていただき、その資金を寄付に繋げ

るものです。そのため、現在、生徒会を中心として二中生全員が古本の収集活動を展開しています。    

保護者、地域の皆様にも、古本がありましたら、お手数ですが本校昇降口入った桜門ホールにある回収

箱にお届けいただければありがたく存じます。ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

☆★☆今後の予定☆★☆ 
９月  17 日（火）学年費引落日・※月曜スライド 

18 日（水）音楽集会 

20 日（金）二中祭ウィーク～10／28 まで 

26 日（木）二中祭前日準備 

27 日（金）二中祭① 

28 日（土）二中祭② 

30 日（月）振替休業日 

10 月 ２日（水）２学期中間テスト① 

   ３日（木）２学期中間テスト② 

    ４日（金）実用技能英語検定② 

   ７日（月）給食費引落日 

   ９日（水）人権教育月間～11／8まで・検尿① 

   10 日（木）ＰＴＡ総務評議員会・検尿② 

   11 日（金）学校へ行こう週間②～10／17 まで 

   14 日（月）体育の日 

15 日（火）学年費引落日 

細やかに織り方を学んだ上田紬 

全校で取り組んだ草取り。 
学校中が、とてもきれいになりました。 

器楽で地域の皆さんとコンサート 手作りで大豆から仕込んだ味噌 


